
☆

☆

☆

GV.GVH.GVl‖ .G7.兼 用取説

より簡単に皆様に使ってもらうために、従来の SFXと UFOを ドッキングさせ、なお

かつ最高プログラムとして完成させました。今ままでは、考えられない機能と操作性で

過去にSFXだ けを使っていた方も、SFXと 操作上ほとんど変りなく使えます。

グループで新機能をお試しください。

ニューバージョン ボ ンタン機能、ほとんど無線を知らない方に。

ニューバージョン 移 動電話受信 (30CH自 動メモリー ・制御CHジ ャンプ方式)

パーソナルCH監 視機能 、 移動電話受信中にクラブCHが 使用されれば、そのCH

に移行します。

ニューバージョン パ トリオット|11、クラブCHが 使用されてない状態で、この機能

をONし ておけば電波のつながる範囲に仲間がいることを音と表示でしらせる。

PTTタ イム表示 送 信している無線機にPTT、 ONし てからの時間がわかり、

UF096を 使用している相手にも30秒 間隔でタイム表示が送られます。

☆

☆

必ず免許申請をして免許ロムを装着し、なを地下バンドを使用しないで下さい。



次 霞窪 嘉

匝 け関係

☆

]

H O L Dの 各機能一覧

スペシャルの入 り方

ノーマルヘの戻 し方

CHの 入れ方

待ち受けのセ ッ ト

バ ン ドの切 り替え

特殊群番号の打ち方

CHメ モ リーの仕方

一分間通話モー ド

全群番号待ち受け

Eコ ード待ち受け

免許番号待ち受け

スキャン スピー ド

全モー ドスキャン

空きC Hサ ーチ

C Hメ モリースキャン
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1 0 C H  プ ライオリティー

C H T (ポ ンタン)簡 単操作

全モード待ち受け

縦スキャン 白  逆 スキャン

指定バンドスキャン (NEW MAR i O11)

P T Tリ コール

タイマーリコール

多群番号一括 リコール

切断信号自動リコール

指定バンドリコール (N

ATlS信 号カット

タイマーカット

群番号解読

EW MAR10H)

リザープ機能  (30CHメ モリー)(SFXタ イプ)

リザープ群番号での待ち受け

自動リザープ

全群番号リザープ

スペシャルサーチリザープ

☆ 移 動電話受信 (30CH自 動メモリー ・制御CHジ ャ

☆ 移 動電話受信中パーソナルCH監 視機能 (新 機能)

☆ 自 動開局 ,メ ンCHア ラーム  (バ トリオット機能 1

5分 間無変調防止機能

UFO-96デ ィスプレー O N / O F F
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2

PTTタ イム表示

群番号吸い取り

業務向け拡声器

(新機能)

切断信号の送出 ・待ち受け

アポ回機能 1・ 11

使用CH数 表示機能

PTT O N一 時 PA

ON/OFF

群番号表示とCH表 示の切り替え

CBロ ック

免許番号待ち受け

免許番号吸い取り

免許番号を自局に戻す

相手局の免許番号表示

免許番号を作る

自動免許番号表示

自動免許番号吸い取り発射 (申請済み番号のみ)

地下モード自動免許番号出さない機能

クロスバンド機能セット、   待 ち受け
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ベル機能セット、

UFO機 能セット、

スペースシャトル機能セッ

ポイジャー機能セット、

アポロ機能セット、

クロスバンド通信

トーンスケルチ通信

スペースシャトル通信

ポイジャー通信

ポケットベル機能

動作音の変更

通話モー ド切り昔え

80C H  ◆  1 5

フィーバーゲーム

PA

ス トップウオッチ

目覚ましアラーム

操作ポー ド

ON/OFF ― 一――   -5待ち受け

待ち受け

卜、 待 ち受け

待ち受け

待ち受け

ON/OFF

ON/OFF -5
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韮 _:可十11]十「:_|→
十
1 1 1 →

十「iをト
十[FI→
十
に ト

十L l ‐

巨む トロ十匡| ト
十L i  l →
十1多J→
十
1 3 1 →

+「14J→
+「■→

距ゴるLDE tt L=|十1:J→
十Ll I I→
十移|→
十匡チ|→
十1イト
十十三]→

!=豆|+|ヨ十日→

待ち受けに関する機能

全モー ド待ち受け

全群番号待ち受け

Eコ ード待ち受け

免許番号待ち受け

自動待ち受け  NEW/ヽ トリオット

モニタースキャンに関する機能

1 卜  1 1 _  1 1 !

-1十一 ①

-11- ②

―11- ③

―

i l ―

- 1 1 -

-13- ①

-13÷ ②

-13 ③

-13- ④

-13- ⑤

-13- ⑥

-14- 〇

-14- ③

-14- ③

-14- ①

―1 5 -

- 1 5 -

④

　

⑤

スキャンスピード

全モードスキャン

空CHサ ーチ

メモリースキャン

指定バンドスキャン

リコールに関する機能

PTTリ コール

タイマーリコール

多群番号リコール

①

②

③

④

⑤

「品応|

十
1 ! | →

十「:J→
十
[|]→

十
1 4 →

十七F J →
キ|:ゴ|十1!:|→
十「十:|→
十
[ | | →

S/R

切断信号 →  自 動リコール

指定バンドリコール  S / R

カット機能 ON/ O F F

ATiSヵ ッ ト

タイマーカッ ト

群番号解読カッ ト

5分 間無変調

UFO流 れ表示

リザープに関する機能

リザーブ群番号の待ち受け

自動 リザーブ     ー

①

　

②
- 3



十「下]→ 全群番号リザープ
十「万1→ スペシヤルサーチ

[ = O L D E十 臣 0生 三_十 1  1  →
免許番号に関する機能と群番吸い取り

十「11～11]→群番号吸い取り
十 1高るこ5 +‐  免 許番号吸い取り

十
顧可丁1司 →

自局免許番号表示

十
七1主玉三 J‐

相手の免許番号表示

十
[至J   →

 免 許番号を自局に戻す

+ 1 屯|

臣百1丁]+[OAt!||十に||
十匹11
+1空|
十正]
十七4 1 1
+ 匠
∃

十[更
十互]
+ 「百1
キ「]
十□
十「了]
十
区∃   →

 他 群番号警告音 O N / O F F

十
臣三玉三玉∃

→ 切 断信号 送 ・受 O N / O F F

臣= 司十[ とと|

L里 _到十「日

1ヽ 5 -

- 1 5 -

-16- ②

-18- ③

-16- ④

- 1 6 -

- 1 7 -

- 1 7 -

-18- ⑥

-18- ①

-18- ③

-18- ③

-18～ ①

-18- ①

-19- ⑫

-19- ①

-17- ②

-17- ③

-18- ④

-18- ⑤

-19- ①

-lS― ①

-22- ⑤

-22- ⑤

③

　

④

⑤

　

⑥

　

③自動免許番号表示

昔とノーマル機能

0  2 W ( R X L ) 5W

8 0 C H ⇒  1 分 ⇒

8 0 C H  ◆  1 5 8 C H

L O C A L

‐  フ ィーバーゲーム

P A

業務的拡声器

ス トップ ウ オッチ

目覚ましアラーム

動作音 大

動作者 小 /無

→ モ ニタースキャン音 ON/OFF

↓
・
　

↓

→  P T Tタ イム表示

‐  C B  C Hメ モ リー記憶

「亜亜∃+[司 →  C Bロ ック

- 4  -



q持賜ミ機能操

殊 機
圭
待 ち 受 け OyoFFl 十回

F◎∪

一障

クロスバンド通信 待 ち受け ON/OFF

ベル機能  待 ち受け ON/OFF

UFO(秘 話)通 信 待 ち受け ON/OFF

スペースシャトル通信 待 ち受け ON/OFF

ポイジャー通信  待 ち受け ON/OFF

アポロ通信  待 ち受け ON/OFF

+IIJ

十[11
+[□

十
I M O N l

十
「
H O L E

十
1 C A L L E

十
[ : : 王亘J

十 □ + □   - 1 9 - ①

(0 ～  4)

十L三∃   19②
十 日 十 □   - 2 0 - ③

(6 ～  9)

+ 匝
司  判

―
④

十
1 R E M O T E I ‥ ⑤

→「HOE

1王三菱蒙亜蔓∃

クロスバンド通信

→1主距卜睡亜∃ 十□

トーンスケルチ通信

トーンスケルチ クロスバンド通信

UFO(秘 話)通 信  単 モード

UFO(秘 話)通 信  ダ ブルモード

UFO(秘 話)通 信  フ ォースモード

スペースシャトル (秘話)通 信

ボイジャー (秘話)通 信

アポロ !(秘 話)通 信

アポ回 ‖ (秘話)通 信

|

ポケットベル 機 能   ―

新機能 PTT タ イム表示

――――――― → 臣亜∃

[1:::1二三二:]

|:i:::::::::::Iiil

睡亜誕」

→□ 十

→睡珂

十
(。里9 )     - 2 1 -④

蘇 |=DSPU 16 ①

十
　
　
　
＋

十E:11:]

臣□

□

臣コ

葦玉

- 2 0 - ⑥

-21-①

-21-②

-21-③

-2卜③

買

□

一―
―
」
　

十

- 5 -



CHT(ボ ンタン)‖l 取扱説明

〇 .UFOか ら CHT(ポ ン タ ン )

待ち郵 ナ中 ‐ マイク
|コ
Dl約 5秒 間押し御 ナる →

|ビ
ービー能横線始 め左け帥al‐ 表示

匝
HTE

※ 但し 特 殊群番号及びメモリー0と 9は 、CHタ イプに入れません、メモリー 1～ 8でセットして下さい。

② _CHTか ら UFO

待ち受け中 → マイク
|!卓虻主1約

5秒 間押し続ける →
睡要
―離横
裏聾
から
上|万電  →

表示
陣 i番

号
|

〇 _ C H セ ッ ト の 仕 方

80CHモ ードの時 →  2桁 のキー入力でそのCHに 移動できます

158CHモ ードの時 →  3桁 のキー入力でそのCHに 移動できます

例
　
　
例

[ 二]十[三]   2 3 C H
十[:]十[三]123CH

④ . 移 動 電 話 盗 曜

lCA工1+lCA二J
受信終了は

 Eユ
NDE  キ ー

の 仕 方

‐
LC■ 三三1表

示後、スキャ発 めます

※

く〔i : : : ] ) _

詳しくは、移動電話盗聴ベージを参照

/ヽ
‐
/ド   ア ッ プ ダ ウ ン

バンドダウン
匝 1例

窓ヽにFが点脚

バンドアップ
臣 玉 J例

窓ヽにFが点減中)

∈》本 雫芳う 学 〔す の セ ッ ト ノ/リ セ

リセット中  マ イク
[ S H l l r 司

を押しながら

〇 _ … 本
号 の

華
き 替 え 方

□+[薗 (例)

一 恋 _〇 _群 ― 号 メ Eリ

匝□十陣襲:]キーで

十
「珂
キーを押すと連続的にモードがダウンします

十
睡∃
キーを押すと連続的にモードがアップします

ツ ト

十
 [ 1 重壺∃ キ

ー で O N / O F F

① _ ス ベ シ ャ ル に 本 し 方

リセッ榊
[HO到

十
睡
MOT四 十

1ヨ
十
睡 重更

[ 0 ] 十 臣 ] 十 [ : ] 十 臣 | 十 ヱ ] + 宅

ダ
区 ∃

例)日 +[∃でメモリー3

◎ ,ノ ー マ ル `こ ネ し 方

□ 十 御～のを4キー同田こ押す

- 6 -



移 動 電 話 受 信 ― の 入 り 方

リセット中 ・ ― ・
「|ム
L電 十

FA : L l  表 示
 1至 = T E L 1  1秒 表示後、電話受信を始めます。

※ パ ーソナルの待ち受けに戻し方

スキャンFI L中
| 1 1豆 1キ

ーでパーソカ レの待壊 けに戻ります。

2, ス キ ャ ン イ亭 :ト

全てのキーでスキャン停止します。

3,ス キ ャ ン″の 種 類

「頭 工 | 十
スキャン … … ・ 覇 の周波数帯を通常スキャンします。

臣|キ スキャン … …Ⅲ30CHメモリーをスキャンします。訴 【 =ヨ1説された
C Hが 無ければ

t =二 f : Jを
表示して、通常スキャンします。

4 _  ス キ とf ン 停 ロト 中 の 各 機 能

(1)電 話メモリーヘの記憶 (自動)・ ・・傍受していた電話が切れると、自動的電話メモリーに記憶してして再

スキャンします。

覇 メモリーヘの謎 仔 動 … ・電話傍受中、 「ヨ
十 都 す年 動で電話侃 憶されます、3 0 C H

メモリー全てが記憶されると、 1番 古い記憶が書きかえられます。

電話メモリーの取り消し ・ … Ⅲ
正 ト
ーは り記憶が取り消されます。記憶されていないメモリーC Hを

取り消すよ [==ヨ脹示さほす。

5,電 言韓 信 中 の パ ーー ■ノ ナ ル CH監 視   (新 機 能 )

C_MEMO 点 灯しながら、 15秒 に 1度パーソナルのCHを 監視します (CHメ モリー)そ の時、CHメ モリー

1が使用CHな ら、C_MEMOが 点減に変わり、 15秒 間そのCHを モニターし、この間キー入力がなければ自動的

電話受信に戻ります。C_MEMOは 点灯に変わります。

☆ パ ーソナルCH監 視中 (C_MEMO点 減中)の キー機能

匝 ]…
… ・ 1 5湘 経過してよ そのままパー功 レのと ター端 けます。

I MONE十

臣萱萱司  キ
ー

{2)

電話に戻ります。

1度 目の PTTキ ーで、電話受信からぬけ、2度 目の PTTキ ーで送信します。

- 7 -



「b

「:
1 2

11

キー

キー

キー

キー

CH監 視機能の ON/OFF 点 灯で機能ON。

CHメ モリー 1の監視タイムを 30秒 にします。

CHメ モリー 1の監視タイムを  1分 にします。

CHメ モリー 1の監視タイムを  3分 にします。

表示[=!30ヨ
表示
l  i 6 0 - ]

表示臣1 8 0 8

蘇 三車至乳 /匡 RET l

6_ 電 nt―_信 の ― キ f>/バ ン ド の 設 定

スキャン停止中、
L A聾 |十

スキャンさせたtば ンド ( 1～ 6 )数 字キーで設定できます。表示は

待ち受け表示と同じ 1 2_3 A B Lが 点減します。Aは パンド4、 Bは 5、 Lは 6、の各バンドに

対応します。
  IENDlキ

ーか2秒経過後に点減に変わり、スキャンするバンドカr確定します。メヽンド01よセット

/リ セットできませんが、スキャンします。
[REMOTE]キ

ーで設定バンドはそのままで、ァミンドスキャン

そのものをセット/リ セットします。

7, キ ーー機 能 ―一覧

匝 」
キー … … ・ パーソナルのC H ( C H メ モリー 1 )の 監視 O N / O F F

[ I I キ
ー … … ・ 電話のC Hを l C H ダ ゥンします。メモリースキャン中は 1メモリーダウンします。

陸 Jキ
ー … … ・ 電話のバンドを 1バンドダウンします。

I E 十
・… … 電話のC H を l C H ア ップします。メモリースキャ沖 は 1 メモリーアップします。

14g十日… ●覇のCHをハーフCHダウンします。

回十 ・― ・

16E十・… ・

□十 ・… ・

18B十・… ・

□十 。一 ・

□十 ・… ・

lM「十 。一 ・

臣墓□

lMON]

一
　

　

一

キ
　
　
キ

電話のバンドを 1バ ンドアップします。

電話のCHを ハーフCHア ップします。

現在聴いてるCHを 電話の30CHメ モリーに記憶します。

現在聴いてるCHを 電話の 30CHメ モリーから取り消します。

80CH / 158CHの 切り替え

電話が切れた後通常は0 5秒 で自動スキャンしますが、2秒後のスキャンに切り替え

電話記憶メモリーのみをスキャンします。

現在聴t てヽいる電話CHに 固定します。
 IMlキ

ー又は
「豆草
N]キ ーで再スキャンします。

電話のCHを 入感あるまで lCHづ つUPス キャンします。

スキャンバンドを設定します。再症 Ll十

- 8 -



「■本■=事■|
〇  ム ベ シ ャ ル 機 能 の 入 れ 方

MONキ ーを押してCHが 表示されれば、すでにスペシャル状態になっています、ノーマル状態からスペシャルにした

いときは、下記の操作を行なって下さい。

「HOLD_十1玉壺三_:三J十「丁十[蜂百専棄封 ⇒ 1王豆0!司 点減表示します。

②  /― マ ジ残 能 ― の 民 L/方

スペシャル状態を他人に知られたくない場合、下記の操作をするとノーマル機能に戻ります。

※ 注意 (暗証番号を忘れると、再度スペシャルにならなくなります。)

「E～ 匡 ]の
数字キーを同時に4キ ー以上押す ⇒

 臣 =マ
ル機
珂

O  C H セ ッ ト の 仕 方

例    50CHを セット

例   123CHを セット

④ 待 ち ―_ け セ ッ ト の  O N / O F F

リセット中
 liSHII FT]キ

ーを押しながら 1 ～  9の ポタンを押すと、画面左下の 1～ Eの点灯/消 灯

例、 1 ～ 3ラ ンプ点灯は、 メ モリー 1 ～  3待 ち受け  (消 灯数字は待ち受けなし)

A⇒  4と A― COD待 ち受け

B →  5と B― COD待 ち受け

L ⇒  6と L一 COD 待 ち受け

H ⇒  7と H一 COD 待 ち受け

P ⇒  8と P一 COD 待 ち受け

E →  全 群番号    待 ち受け

最後に表示した群番号は (リセット中)は 上記に関係なく、待ち受けの状態になります。

《》 バ ン ド   ア ッ プ ダ モン シ

バンドダウン
 [!二 |キ

ーを押すと連続的にバンドダウンできます

バンドアップ [ :∃キ
ーを押すと連続的にバンドアップできます

⑥ 特 本 群 ― 号 り 打 ち 方

0～ 9の数字以外の特殊群番号が打てます。
 I C lに

続く次のキーです。

9 -
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LCALLl⇒ 1上| [上OLDE→

[i亜:|]

FI l M E ⇒回 四 ⇒□
に'11士重]⇒[:∃ ⇒l  F E

O  C H メ モ リ ー の 仕 方

グループなどよく使うCHを 記憶しておくメモリーで、0～ 9の 10メ モリーあります、ここで記憶されたCH

メモリー 1は 電話受信中のパーソナルCH監 視 (新機能)、 CHメ モリー0～ 9は プライオリティロ

CHメ モリースキャン・スペースシャトルで呼び出されます。

※ 現在使用している、CH・ バンド・群番号 。モード (80/158、  1分 間、 LOCAL、 0・ 2W/5W)

などを CHメ モリー番号 (0～ 9)に 記憶できます

□
十
1 H O L D E →

表示
[ S E T ヨ

十 メモリー番号 ( 0 ～ 9 )

O  C H メ モ リ ー の 呼 び 出 し 方

日十睡≧在三二J⇒表示巨P:三J十メモリー番号(0～9)

⑦で記憶されたCHメ モリーが呼び出され受信状態になります。

③  C H メ ーE リ ー 本 呼 の 仕 方

区:頭亘:]十
メモリー番号 (0～  9)

⑦で記憶されたCHメ モリーで発呼し通話状態になります。

① 統 ス キ ャ ン

臣∃
又は
睡 ]キ
ーを 1秒以上押すとCHは 同一でバンド 0 ～  9を スキャンし使用CHで 止まります

睡∃
又は
睡∃
キーで止めて

 IMON]キ
ーを押すと再度、縦スキャンを始めます。 そ れ以外のキーで止め

匝玉憂ヨ
キーを押すと通常のスキャンを始めます。

① 一 分 間 通 話 機 能

送る側も受ける側も一分間しか通話出来ません、一分後自動的にリセットされます、業務用通信としても幅広く

使用大変便利です

※ UF096の メモリー0は 自動的に一分問通話になります。

C ) 1  0 C H プ ラ イ オ リ テ ィ ー ‐ リ ア ル タ イ ム

待ち受け又は受信中
 匹
H i FTSを チョイ押しで Al～ 5次 のチョイ押しで B6～ 0の CHメ モリー

(⑦で記憶した)使用中であるか確認出来、その0～ 9数字を押せばメモリーCHに 移動出来ます。

- 10 -



鋤 待ち受け又は受信中
に= ! =■

をチョイ押し  表 示
L = = _呈 コ

メモリーム …

匠 rra,才 :ブラ■S         蘇

睡 牽 =]68が 使用中

プライオリティ表示中 0～ 9を 押すとそのC Hを モニターします、再度
「三
H l孔
I_ i                                    ] キ
ーでもとに戻ります

FttP」キーで、プライオリティに入る前の状態に戻ります。

PTTキ ーで CH・ バンド・群番号がセットされ受信状態に入り再度 PTTで 送信に入ります。

|    ■ 目
〇 全 モ ー ド 待

~ ち
受 ` ナ

臣豆:夏1+[II十lil_
リセット中、全モードにおいて待ち受けします、相手側は連続リコールが必要 UFOの マリオ |1機能では

必要なし  (マ リオ 1と ‖機能同時にセットされると、 |が 優先されます)

② 金 群 ― 号 待 ■ら ―_け

[=巨蔓]+[1卜十三十
呼び出し、リコールを行なって全ての群番号に対して、待ち受けを行ないます。免許番号待ち受けと同時にセット

した場合、免許番号待ち受けの方が優先されます。

③  E ヨ ーー ド 待 ち ―_ け

1亜=車]十[11+||:]
Eコ ード待ち受け。

④ 夕 環 許 理 辞弓好寺 ■ら 宅 Hナ

「
HOLDl+Fl十

[“1        待 ち受け中 表示
[巫 連 :∃

リセット中、自局の免許番号と同じ局にだけ呼び出しを受け付けます。 (群番号に関係なく)

に∋ ′ ヽ ト リ オ ッ  ト   『    ‖   3H  (自 動待ち受け白自動検索)

[亜 :LDl+互 ]十 [草1 0Ntt READA点 滅  表 示
圧:⊇ :壬珂

1秒 読 解 器

1 機 能をセットして待ち受けると、同一群番号の UF07・ UF08・ UF09・ uF096が 管内に入ると自動

開局します。

‖_機能をセットしてプレストークすると、同一群番号の UF07・ UF08・ UF09・ uF096が 管内にいな

ければ、
「11上 :― lの

表示をして開局しません、又管内に同一群器 の仲間がい加 こヽとも確認できます。

通常の呼び出しはPTTを 1秒以上押します。

-  1 1  -



性 機能をセットして受信状態に入れば、同一群器 の UF 0 9 6が 管内に入ると音と 表示
「iⅢ 三II

で知ることが出来ます。

十二士二_r理年十
① ス キ ャ ン ス ピ ー ド

[HOLDltt L三 J十 [:ヨ

モニタースキャンのスピードが二段国にかえられます。

② 合 モ ー ド ス キ ャ ン

I  H O L D l  t t  L 2 H 十□

モニターサーチの時、一回りするとモードを一つ進めます、これにより全のモードがつながリサーチを繰り返します。

③ 宰 C H サ ー チ

L H O L D ] 十にユ| 十[ F ]

モニタースキャンを空いているCHで 止めるようにします。

あくまで、機構の空きCHレ ベルにより判断しますので、遠く使用している場合、またブレークタイムの時などは、

使用中のCHで 止まることもあります。

④ メ モ リ ー ス キ ャ ン

亜 二+i21 tt 14] 匹 主 砲 Jl秒 表示後、スキャンし始め批
CHを 順番にスキャンするのではなく -10-⑦ で記憶したCHメ モリーを入感あるまでスキャンします。

この時
 睡 ∃

キーと
 睡 i E M O T 三 | キ

ー は C H メ モリーを進める

LJ∃
キーと
 匹
Hl FTR キ ー は CHメ モリーを戻す

スキャン ス トップ中にプレストークすると、そのCHに 固定します。

〇 指 定 /ミ ン ド ス キ ャ ン (NEW MAR:o:1)

肝 至::∃
十
□
十
L1  0N/OFF※ 指定バンド設定なしで ONす 細 ぎ 表 示

「=:ゴ :J

スキャン停止中、
 十
CALL]十  ス キャンさせたいバンド

 1,「1呈 十
数字キーにて設定します、表示は待ち受け

表示 1.2.3 A B L H P 力 f点滅します、バンド4は A、 5は B、 6は L、 7は H、 8は Pの点減 に

なります、設定の時間切れ又は
[:NDIキ

ーで、スキャンバンドが確定し点灯に変わります

一度指定バンドの設定をして、その機能 の ON/OFF

睡≧ゴ:亘]十日十日 と押して セ ット|1蔓:|十司 リセット「|～f:1となります。
※ 注 意 ス キャン停止中の 指定モードセットは =指 定バンドスキャン  受 信中セットは =バ ンドリコール
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L亨|=2王豆享1ギ|
①  P T T リ コ ー ジレ

匝墓E十 [=1+「:]
PTTを 握って放した時に、リコールします。

②  t タ イ
' ' マ ー ー

リ  ー
ー
ル

:亘:二二可十[三∃十[ユ|
受信中 1分おきにリコールします。

③  多 群 苦 ― 括 リ  ロ ー ル

臣互肇」十「:∃十13!|
待ち受け指定をしている群番号を全てリコールする機能です。待ち受け設定は 9P ④ を参照して下さい。

④ 切 断 信 号 自 動 リ コ ーージレ

回 + [ 3 1 + 1 珂

切断信号を受けると自動でリコールします。

〇 指 や バ ン ド リ コ ー ル ( N E W  M A R 日 0 3 日 )

匝 耳耳 | 十 匡珂
十
1 三∃    o N / O F F  ※ 指定バンド設定なして O N す れば

表 示

[ : 十

一 _ 司

受信中、
「
CALL」 十 リ コール した■ヽバ ンド

 匠 三茎∃
数字キーにて設定します、表示は待ち受け

表示 1 2 3 A_B L H P 力 !点減します、′ヽンド4は A、 5は B、 6は L、 7は 日、 8は Pの点減

なります、設定の時間切れ又は
「
END]キ ーで、リコールするバンドが確定し点灯に変わります。

一度指定バンドの設定をして、その機能 の ON/OFF

臣:三三直J十□十[:ヨと押して セ ツ ト
十
一 SET三

]  リ
セ ッ ト

[:RSi:∃  と
な ります。

※ 注 意 ス キャン停止中の 指定モードセットは =指 定バンドスキャン  受 信中セットは ‐ バンドリコー

匹
⑥  A T t t s 拝 事J 弓 カ ッ ト

回 十[:]十「:]
PTTを 握った時、離した時、 1分 に1回送信されるATiS信 号を止めてしまう機能です。

セットしていても、リコールの時は信号が出るので、呼び出しは出来ます。
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〇 夕 打r マ ー カ ッ ト

臣1 0 こ: 豆∃十[ : ] 十[ ヨ
タイマー動作セットの場合には、 15秒 問補足状態の後リセットします。

この間に、キー入力があれば受信に入り、各機能を実行します。

① 群 ― 号 解 読 タコッ ト

匝OL□十[1卜131
受信したATiS信 号の中の、群番号を表示させます。

◎  5 分 F H 軸曜 購 調 防 ロト機 能

匝国 十[□十[:]
機能をセットしてPTTを 握り5分経過すると iCUT

が表示され受信に変わります。

①  U F C 湧 在 才 崎 受 珂 、

匝ヨ +[ : ]十1 5 1
UF096の 流れ表示を セ ット/リ セットします。

この機能がセットされていると、電源OFF→ 30秒  → 電源ON又 はノーマル → スペシャル にした時など

に UF096が 流れ表示され、スペシャルで立ち上がったか、ノーマルで立ち上がったかが判別できます。

,ジ tデ ーー =/【 ニモ〕 い ∃

リザープ メモリーの仕組み

リザープ メモリーには、00 ～  29ま でのリザープメモリーNOが ついています。リザープメモリーはそこに

データー (CH_バ ンド 群 番号)が 書き込まれると、自動的にNOを 一つ進め次のデーター に備えます。

リザープできるメモリーは30メ モリーで31ケ ロを入れると最初のメモリーが消えます。但し、同一 (CH

バント絡弓は重複記憶を鄭するため1斎弓岳責5聾温岳置堂i曇邑i°されまよリザーブ関係の操作 (7 8.9 0キ ー)を すると、

数字02が 現在のリザープメモリー番号です。

臣重=受 至三王至重]

Ｆ
Ｉ
」
　
☆

匿ヨ
キー 1回 目のキータッチでリザーブ表示 (上記参照)さ れ現在のリザープメモリーNOが 解ります。

この表示中再度7キ ーを押すとリザープのメモリーNOが 一つづつダウンします。リザープの

群 NOを 1秒表示後、通常の群番号表示に戻ります。

現在のリザープNOの リザーブCHに 移動します、このときバンド_群 番号も合わせて

- 14 -
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睡∃
キー

移行します、リザープ表示 1秒後、リザープのCHが 表示され、その後小窓に Rを 表示 群

NOが リザープ群NOで あることを示します。

7キ ーと同様 1回 目が、現在のリザープメモリーN02回 目以後の 9キ ーでリザープメモリ
ーが 1つづつ進みます。

II∃
キー (1秒 以上)現 在のCH バ ンド 群 番号を現在のリザープNOが 示すメモリーに記憶します。

1 7 1 と □
十 を 1秒以上押し続けると、記憶され‐ 榔ヽ リ モリーはとばし記憶されd略 メモリーだけおを

スキヤンします。

L8J=ェ 三 生 蝉 す る 機 能 J

① リ ザ ー ープ 率 号
~“
所 寺 とチー_け

LHOL国十L51ttll l
リザープに記憶された群番号で待ち受けします、メモリー毎の個別の待ち受けはできません。リザープ群メモリー

で呼び出されると群メモリーとリザープメモリーに同一群番号がある場合は群メモリーで開局されます、この機能は

待ち受けに戻るとリセットされます。

② 自 動 り t ガ ー プ

1 正三∃+ [ 三] 十「二J
待ち受け中、自動リザープがセットされていて、同一群番号での呼び出しを受けると空いているリザープメモリー に

記憶して、リザーブ NOを 記憶したメモリー +1に セットします。 リ ザープメモリーに空きが無いときは、

現在のリザープNOに 上書きされます。呼び出されてから15秒 後待ち受けに戻ります。

〇 金 群 苦 号 リ ザ ーーこ/

[亜亜]+[三]十[三]
自動リザープと全群番号リザープをセットして待ち受けます。群番号解説した群番号 CH バ ンドを次々に

リザープメモリーに記憶します。

④ メ“ンミ ラ″ャ ル 」トーー ョト リ モガ ーーE /

十[豆]十[:]
スペシャルサーチと自動リザープをセットして、モニタースキャンします、入感あるCHで 止まり、ATis信 号を

待ちます、ATiS信 号を受信し自局の群番号と一致すればリザープメモリーに記憶し再スキャンします。一致しない

か、30秒 以内ATiS信 号が受信出来なかったときは再スキャンします。なおスペシャルサーチはリザープと組み合

わせずに使用すると、入感あるCHで 止まり、ATiS信 号を受信して群番号が一致すれば、そのCHで 固定します。

群番号不一致又はATIS信 号を受信できなければ再スキャンします。
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lP十=身十■奉=∃
①  P T T タ イ ム 表 小

1エヨ十に6‐     ON 表 示匠三三亘互:]
送信中の時間を表示します。 (送信側)

OFF 表 示
l―
一―一
∃

この機能をセットして PTTを 握ると、2～ 4秒後から時間を表示します。

回田 「:|卜]□ □
時品表示 L__」 分単位表示 L― 1 秒 単位表示

上記表示とともに UFO-96同 志で 30秒 に1度、受信側に上記表示を送ります。

「瓦藻喜再に蓋ゴ百茎荏直慕蕃草硬百ミ石両∃
( 2 ) 君 辛記襲阜ギ事計切受と Iヽ B 屯り

FHOLDl tt「
HOLDJ⇒ 表示

10電
十 (0～ 9)

群番号解読時、表示された群番号を、自分のメモリーにコピーすることが出来ます。コピーしたい群番号が表示され

たら、上記の操作を行ないます。但し以前に記憶されていたメモリーは解除されます。

(重》 首末と言宇弔裏手与事チU曳 い IB【り

LHOLDE十 匹
LD_→ 表示

匝 ヨ
+[HOLDE

受信したATiSの 免許番号を自局のものにしてしまいます。

吸い取つた免許番号を右記のように、3回 に分けて表示されます。

④ 自 向 の 免 許 番 号 表 小

⇒ 10T石 璽

→

⇒L空 ―」

匡 回

→匠 郵

→匡亜コ
⇒ 区丁

車 、1+1上三ニヴ]→表示「至P司 十回
現在使用している、自局の免許番号を表示させる。

〇 相 =手=局 の 免 許 番 号 表 小

1 画
十
回

→ 表示
1 更

+

受信した、相手のATiS免 許番号を表示させます。

免許番号表示中  左 小怒 □  点 減 ⇒  申 請された免許番号

左小窓 ―  点 減 ⇒  未 申請の免許番号

□

- 16 -
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⑥ 免 許 ― 号 を !E当 局 どこ 戻 す

2回目表示に:⇒ □十臣:|十
3 回目表示【: ⇒□十□十

これて免許番号は 1234567890CB

O 免 許 ― 号 の 自 動 表 小

① 音 T  S  H

「HO亡石|十座ヨ ⇒

② 動 作 音 の 恋 _ 大

型 _ | 十正 1 + □⇒

動作音を大きくします。

(重》 動 tFT音 の 変 _   ′ Jヽ

匝珂 十[ 0 アロE I : | キ[ 豆]

匡 下記連動操作をして下さい。

↓
　
　
　
⇒
　
　
　
↓

↓
　
　
　
↓[ : ] 十[ 至∃

臣豆] 十[ 亘: : 二1 1 1

OFF L=一一一:]

ATiS信 号を受けると相手の免許番号を3段 階表示して →  元 の表示に戻ります。

免許番号表示中  左 小窓 □  点 減 →  申 請された免許番号

左小窓 ―  点 滅 ⇒  未 申請の免許番号

苛程鮮期的的

‐
知 乗 し

⇒表示「
~

動作音

- 17 -

臣垂主|□
十
1HOLDE⇒

表示
臣:PY l■ □

〇 免 許 苦 号 を 作 る

同十匠憂豆亜=|⇒ 画面左表示

1回 目 表示
匠=⇒ □

十
口
十
1司
十
14g

匝EttLHOLD10蘇匝司 +臣豆∃⇒
ON IATDSPl

となりました、キー入力の際のアルファベットは群番号の場合と同じ

1秒問表示 後群番号

匝 到

→

=王ヨ+□⇒



④ モ ニ タ ー ス キ ャ ン 音

| 1 0 子 → |十 1 1 本 1可
+ 5 0 1  S が 引 て O N、 S消 えて O F F

モニタースキャン音 ON /OFF

O 他 群 ― 号 警 告 音

臣 互 車 ∃
十
区茎在と|十 1(珂   Tが

つt てヽ ON、 T消 えて OFF

他群番号警告音   ON / OFF

に動 送 印 主、 ~_作 妻0)在 垂司F (詳 しくわノーマル取説参照)

L H O L D E十 に 五I下 |十 臣□
⇒ 送信出力を02 W、 受信感度を 1 4  D  B 4 E Tします。

再度、HO L DttCA L L+1   ⇒  送 信出力を0 2Wの まま、受信感度を元に戻す。

再度、HO L DttCA L L+1   ⇒  送 信出力、受信感度を元に戻す。

〇 通 話 モ ー ド 切 り 替 え

1 夏聾 0 1 + 「 下ア= 国
十
[ = | ⇒

 表 示           8 0 C H モ ードに設定

再度、HOLDttCALL+2   ⇒   lMiN表 示            1分 間通話モードに設定

再度、HO L DttCA L Lキ 2   ⇒   LOCAL表 示           ロ ーヵルモード に設定

再度、HOLDttCALL+2   ⇒   lMIN LOCAL表 示      1分 通話の回一カルモード

再度、HOLDttCALL+2   ⇒   表 示なし              158CHに 設定

0  8 0 C H / 1  5 8 C H 切 り 昔 え

回
十
1 C A I : : ] 十 匝 1      8 0 / 1 5 8  C H 切 り替え

に》 フ ィ ン｀一―クセ ータヽ

[:三二三]十1耳こ花卜に司  ⇒  表示匠 999-]

PTTを 押すごとにスタート  ⇔   ス トップします。終了はENDキ ーを押してください。

①  P A

2HOLD]十 匹 =|十 [li]  ⇒
   表 示

 匝 玉  :|■

外部スピーカーをつながないと、音が出ません。 終 了はENDキ ーを押してください。

① 業 務 的 拡 ～ 器

回 +巨王 |十区垂| ⇒ 点滅表示

- 18 -
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リセット中、上記の操作をしておくと、着信時外部スピーカーから音声が出てきます。

PTTを 握ると、内部スピーカーに切り替わります。工事現場、運送業などで使用すれば便利です。

⑫ ス ト ッ プ ウ ォ ッ チ

[ 1 0車 卜
C A L L十

1 7 1  ⇒
 蘇

1 0 0丁 エ コ

PTT = ス タート ◆  ス タート 操 作です。 REMOTEは ラップタイム、のクリアーです。

終了は END キ ーです。                                              '

C ) 目 覚 ま し ア ラ ーー ム

Fす :百
十
1こ
六LL I十

1 1 ]  ⇒
 表 示

匝 I: i = _ _ _ i :ヨ

設定時間よリカウントダウンし、時間になると言で知らせます。

例)1時 間30分 後に設定し鳴らすには

[11+「11+|li卜「す十[J → 表示 に工1 ゴ3 0ヨ
1分づつカウントし、タイムアップすると、アラームが 15秒 間づつ高音と中音の交互に音を変化させていきます。

マイクENDキ ー以外のキーを押すと、アラームが一時止まりまた、5分後に鳴り始まります。終了はマイクの

ENDキ ーを押して下さい。

①  切 断 信 号 の 送 受

臣 互車 J十 1す不ギ可
十
[三全|百  ⇒

表示
 lCT―

O里
 再 度

同じ動作で
 FCT―

O司

この機能をセットして、受信状態からリセットすると、切断信号を送出します。又受信中切断信号を受けると自動的に

リセットします。

「百i=i草二i=受幸坪■1誌キ|

C D  ク ロ ス / ミ ン ド 通 信

|10:三1+[|三IIFII十膨|卜匹≡1(リコ切冴D     ⇒  ic R― :至:』
同一CHの 交信だが、送信と受信がおたがいに違うモードで通話する機能です。他人にモニターされても片方の音声

しか受信されません。HOLDttSH i FTに 続く第一数字は送信のモードで、第二数字は受信モードとなります。      ,

相手側は、自動開局出来ますので、リセットで待ち受けして下さい。上記の操作は送信が地下 2F、 受信が地下3Fで

相手側は、その逆となります。CHは 自動でセットされます。この時リコールは、立ち上がったモードにリヨールをし

ます。もちろん トーン付き群番号ですので特定の局しか開きません。交信途中で、群番号、CHが 変更可能です。

②  ト ー ン′― ケ ル チ 通 信

1上ユ,卜「草=I二TI十L三_|(リコ切レD       ⇒ 「=ゃ 一==I=|
-  1 9  -



来ます。設定直後は普通の受信、 PTT ON又 は トーンスケルチ信号で、 トーンス

トーンスケルチ中
IMO更 ]キ

ーを押すと、普通の受信 (SQ解 除)と なり、さらに

スケルチが動作します。最後にセットした群番号が有効で、お互いがCHと群番号を

③  ト ーー ン ス ケ ル チ ‐ ク ロ ス バ ン ド 通 信

動します。

キーを押すと、 トーン

事も出来ます。

l H O L D l  l 睡 亜 = ] 十 E至] + [ 豆 ] ( リ
コ司 レ弱 「T s~丁石珂

あらかじめお互いの、CHメ モリーを同一にしておきます。 上 記例は (M6と M9の CHメ モリーです)

HOLD+SHIFTに 続く第一数字は、送信モードとCH、 第二数字は受信モードとCHを 表します。相手側は、

リコールされれば、その反対が自動でセットされます。メモリーCHは 6～ 9の 間を選んで下さい。途中で群番号の

変更可能です、この機能は自動的にトーンスケルチが働きます。

④  U F O 通 信  ( シ ン グ ジレバ ン ド )

回 十1二三二二::::]十亜ヨ い切レ弱

UFO通 信では、相手局のATIS信 号を受信後、2度 目PTT OFF時 に全局がランダムにCH移 動します。

ATiS信 号を受けない時は4度 目の PTT OFF時 に移動します。電波が弱い時や障害があった時CHが 移動

しない時もあります。電波の弱い時は 1回づつで回―テイションすればCH移 動しません。移動にはぐれた局は、

リセットをして、リコールを待って下さい。この機能中、同一機種でも群番号解読は さ れないのと、 トーン付き

リコールなので余計な人をリコールしません。途中で群番号、CH、 モードを変更出来ます。

※ 濁ったATiS信 号を受けた時 PTTが ON出 来ない時があります。
[豆
ON]キ ーを押して解除して下さい。

O UFO通 信   (ダ プ ル バ 】/ド )

匝蔓∃十区蓮王正三:] +匝亜亜ヨ (リコール可)   ⇒

④ は同一モードでしたが、この操作は、地下 lF 0 2Fを ランダムに移動します。どのモードでリセットしても

1回のリコールで開局します。

(》  UF命 差重拝事  (フ ォ ーース ノミン ド )

回
十
回

+
| コ い ―ルD

⑤ と同様ですが、モードが地下1 F ◆   地 下4Fを ランダム移動します。

ここで言うトーンスケルチとは、群番号とトーンとが一致していなければ、Sメ ーターが振れていても、相手の音声が

聞こえない機能、特定の人しか聞こえないので、業務用としても大変便利です。モニター中、通話中にも機能が設定出

卯回
晦

- 20 -



「HOL 古葛轟==~再 憂
~到

ヽ
ル①  ― ベ

ーーー  。 ―― 式イ ト

臣 亜 ヨ
十
匝 豆 | ⇒

表示
lA    → [互: : :垂 ∃

I  P T T

まず仲間同志 CHメ モリー 1～ 9を そろえます。

送信側
 区 事1lF::]+lHOLDE ⇒

 表 示
[呈三
P― SE tt PTTで 各メモリーを約 ■ 5秒 間隔で

回りだします。受信側は リセットで待ち受けます。

※ 交信中 リコール可能、仲間を呼び込む事も出来る。交信相手が迷った場合でも1周 目の始めに 自動リコールするので

迷ったら、リセット状態にして待って下さい。

1.5秒 間隔でCH移 動しますので小窓の 1～ 9の 数字はどのCHメ モリーで送受信しているかを確認出来ます。

他局に通話内容を傍受されにくくなります。

② ポ イ ジ ヤ ー

匝 国
十
臣 珂

⇒

スペース・シヤトルと同じですが、

準備完了です。

送信側
匝
H I F ∃ 十

1 M O N E →
表示

受信側は リセットで待ち受けます。

表示
l A  S⇒ 匝垂:王到

十 P T T

あらかじめCHは メモリーされているので、呼び出しの群番号をそろえておけば、

出荷時に記憶されている40CHを 約 1 5秒 間隔で回りだします。小窓には表示はありません。リコールに関して

はスペース ・シャトルと同じです。

③ ア ポ ロ 機 能

通話中に全局がCH移 動する機能です。送信中に操作して下さい。

{1)アポロ |

送信引 こ
臣 重
E N D l 十 を押す ⇒ 蘇

回

を上記の操作をするたびに、ランダムにCH移 動します。

(2)アポロ ll

送信中に「末石
~
END]キ ーを押す ⇒

上記のモード1と 2を ランダムにCH移 動し、

④  ポ ケ ッ ト ベ ル を発台ヒ

十 PTT

1秒表示後 →例睡 11ロモード1と2

蘇
|=茎 El秒

読 鶴 群 。規 鉾 後、約 1帥 間で

その後も10秒 間隔でQSYを し続けます。

普通の交信と違い、ATiS信 号のやりとりと考えて下さい。群番号は 1～ 9まで入ります、3種類のアラーム音が

受け付け側に鳴ります。信号を受け付けたら
 匝
E L司 (メモリーN O )を 表示し、2 0秒 問アラームが鳴り、

20秒 後ストップウオッチがスタートし、最大 99分 59秒 まで表示します。

群番号をメモリーする際、相手局と群番号を合わせて下さい。又 lMiN・ LOCAL時 は動作しません。

お互いメモリー6を  12345に します。

匡 E L~:∃  表
示後、自動発呼します。

※

例)

1 1 )

蜘
日 十[ 至] 十[ □

- 21  -



(2)受信側 ⇒  リ セット中 呼 び出されたら

匡三1三王 __=]
上記表示左側の 3は 、アラーム3表 示、 上 記表示右側の 6は群メモリー6

(3)送信側 ⇒  相 手局が受け付けたら

匝 :11草:I」を蘇します、リセットして下さい。
相手局が受け付け無ければ、7秒 おきに 10分 問自動リコールします。 10分 過ぎれば、リセットします。

(4)待ち受け側 ⇒  呼 び出され、 20秒 過ぎれば

メモリー 6で 、着信後.21分  23秒

アラーム 1の音

アラーム 2の 音

アラーム 3の 音

lCHダ ウン、その後 1秒以上押すと入感あるまで、逆スキャンします

上記の逆です。

モニターストップ出来ます。

圧互工垂:==□
↓   ↓        ↓

ま

　

ま

　

ま

７

　

８

　

９

４

　

５

　

６

① 逆 モ ニ タ ー ス キ ャ ン

匡]キーと匹HlF∃キー →

睡∃
キーと
 睡
MOTEIキ ー ⇒

モニター中、全てのキーを押すことにより、

② 使 用 C H 表 打、

受信中
 「
SHIFTlキ ーを約 2秒 以上押し続けますも 蘇働 座コ

80CH中 、25使 用CHが ある表し。

③  P T T 中 一 時 P A

送信中に 「
マイ方 S t t i  F 〒]を 押すと拡声器となり、P T T を 放すと通話状態に戻ります。

※ 外 部拡声器を取り付けて使用して下さい。

④ 群 番 号 装 小 と二CH雪 隻 /J、〔死)t刀 り 誉 え

l彊ロ  キ
ーをチョイ押しすると、現在表示の逆表示 (群 番号なら ⇒  CH表 示 )を して 3秒 後にもとの

表示に戻ります。

O  C B ロ ッ ク 機 能

☆ CBメ モリーの設定

証 脇 ヽ C hバ ント 絡 号にしてから
回

十
区 ∃

⇒

※ そ の後CBロ ックをかけると、常に上記のメモリーでロックされます。

☆ CBロ ック
   [HoLE]十 匹∃  (ON/OFF は 左動作繰り返し)

- 22 -
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が― ド操 作

キ ーー ポ ーー ド

し

ン
　
　
ン

一
ン
　
　
ン

一　

　

　

出

ウ
′
　

　

ヤ

一
占
ソ
　

　

ヤ

び

ダ
　
　
キ

一
ダ
　
　
キ

一　

　

　

呼

２
工

５
正

８

一
Ｃ

一
ン

　

ニ

ン

　

　

一

一
Ｓ

Ｈ

Ｉ

Ｆ

Ｔ

R

E

M

O

T

E

Ｗ̈
汗
押
伴
正

マ イ  ク

‖OLD+S!ェJ→

メモ リー群番 ア ップ

l C H  ア ップ

リ  コ  ー  ル

リ コ ー ル

U F O 通 信 ダブル

メモ リー辞番 ダ ウ

リ セ  ッ  ト

リ  セ   ッ   ト

アポ ロ  1  機 能

H O L D

HOLD+SHIF「

キ
ー

労
Ｃ‐
イ
ＴＴ
Ｈ‐
Ｆ。

ブ

‐

ブ

Ｐ

Ｓ

Ｕ

→

→

珂

―

且

↓

↓

↓

↓

―

ゴ

悟

胆

リセ ッ ト中

モニター中

通  話  中

通  信  中

キ ー  機 能

待 ち 受 け の セ ッ ト

待ち受け中 「S

O F F

キー を押 しなが ら数字キー 1～ 9を 押 して ON / O F F

O N

※  数 字 又 は ア ル フ ァ ペ ッ トが 点 灯 し て O N


